
NO.10-1 ライフライン損傷　型

 『ＮＴＴ架空線に移動中のバックホウアームが接触し、切断』

発 生 年 月 　　　平成21年6月

時 刻 　　　15:50頃

損 傷 物 　　　ＮＴＴ架空線

物 損 状 況 　　　ＮＴＴ架空線切断　（～1時間３０分後復旧）

   発生状況 １．バックホウが切土区間より工事用道路へ移動を行った際、バックホウのアー

　　ムを十分下げずに移動を開始した。

２．当時は切土区間より盛土区間への土砂運搬を、ダンプトラック１２台で行っ

　　ていた。仮桟橋は幅員が４ｍしかない為、ダンプトラック通過の切れ間を狙

　　い、早く渡ろうと焦って移動した。
３．この際バックホウのアームと架空線の離隔を十分確認しなかったため、アー

　　ムがＮＴＴ架空線及び北電補助線に接触し、切断した。

   被災状況

　 コ メ ン ト

　　　　　　・重機のブームやダンプの荷台等と架空線との離隔を確認するように指導教

　　　　　　　育を行い、実践させる。

　　　　　　・架空線付近での作業上の注意点を周知徹底すること。

　　　　　　・架空線付近に、高さ制限装置や三角旗を取付、明示する。

　　　　　　・重機が架空線下を通過する場合には、架空線の監視員を配置する。
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